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「きもの科学部」は、令和４年度、千總の有形・無形の文化財を活用した文化教育プログラ

ムを京都市内の中学生のための倶楽部として実施されたものである。その中で、日本文学、農

学、工学、染色デザイン等の専門家が倶楽部の指導者となり、着物に描かれた植物や和歌、着

物のデザインや色のほか、染色技術を中学校の各教科と結びつけながら、きもの文化を様々な

視点から深く体系的に学ぶ機会を創出してきた。 

本研究では、「きもの科学部」のカリキュラム構築の理論を紹介する。 
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1. はじめに 

現在，I o T（Internet of Things）やAI（人工知能）

といった新技術の進展と社会への普及は，生産，サー

ビスだけでなく，生活の在り方に大きな影響を与え

ている。実際，便利な機器の普及により，生活技術を

伝承する機会が減少している。その結果，私たちの価

値観も変化，古き良きモノや自国の伝統・文化への関

心は低くなっている。 

日本のきもの文化も同様である。これまで日常着

として，あるいは「はれ」の場の衣服として日本の生

活や自然と密接に関わりながら、染織、縫製、着装に

関わる技術に支えられ形成されてきた。しかし，日常

着が洋装化し既製服が普及した昨今，これらの技術

や文化の，若者への伝承がなされなくなっている（横

川 1999）。 

このような背景の中で， 2008年3月中学校および

2009年3月高等学校告知の学習指導要領告示では，国

際社会で活躍する日本人の育成のため，我が国の郷

土の伝統や文化を受け止め、それを継承、発展させる

ための伝統や文化に関する教育の充実を図ること，

国際社会の平和と発展に寄与することが目標として

記載された。また，中学校の技術・家庭科の衣生活分

野では「和服の基本的な着装を扱うこともできるこ

と」，高等学校家庭総合では「衣生活の文化に関心を

もたせる」が盛り込まれ，日本の伝統文化である和服

について着装も含めて理解するための教育，すなわ

ち、きもの文化に関する教育方法についての検討、新

しい教育デザインが必要であった。しかし，きもの文

化の伝承の媒体としてゆかたをとらえた研究（城他 

2000，小菅・布施谷 2001）は見られるが，教育に結

びつけて検討したもの]は少ない（鈴木 2003）。 

そのような状況を受け，一般社団法人千總文化研

究所は，千總の有形・無形の文化財を活用した文化教

育プログラムを京都市内の中学生のための倶楽部

「きもの科学部」を実施した。その中で、日本文学、

農学、工学、染色デザイン等の専門家が倶楽部の指導

者となり、着物に描かれた植物や和歌、着物のデザイ

ンや色のほか、染色技術を中学校の各教科と結びつ

けながら、きもの文化を様々な視点から深く体系的

に学ぶ機会を創出してきた（一般社団法人千總文化

研究所 2023）。 

本研究では、「きもの科学部」のカリキュラム構築

の理論を紹介する。 

2. 「きもの科学部」とイノベーション 

「きもの科学部」は，これからの未来を担う中学生

に，伝統文化の伝承・発展問わず，その課題を自分ご

ととして捉え，そこから主体的能動的に行動するこ

とを願って作られた。その１人１人の自覚と行動が

社会全体を視野に入れた問題解決，イノベーション

に繋がると考えている。 

イノベーションは，シュンペーターがその著書「経

済発展の理論」で定義されたもので，経済活動におい

て，生産手段や資源，労働力等を従来とは異なる方法

で「新結合」することとしている。 

このイノベーションのプロセスは大きく「科学技
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術イノベーションプロセス」，「文化的イノベーショ

ンプロセス」の２つのプロセスに分けることができ

る（Femandes，M. 2017，表1）。 

 

表 1：イノベーションの２つのプロセス 

 

 本研究では，この科学技術イノベーションプロセ

スおよび文化的イノベーションプロセスの視点をも

とに，着物を題材としたワークショップの方法論を

提示する。 
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科学技術イノベーショ

ンプロセス

・計画的・構造的な研究開発と個人のひらめきに

　起因するセレンディピティ的な研究開発

・既存マーケットのニーズをターゲットにしたプ

　ロセス

・既存のものを改造改良するプロセス

文化的イノベーション

プロセス

・人間が感じる知覚・経験がベースとなるプロセ

　ス

https://icac.or.jp/public/2022/08/25/5512/
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